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ベンゼン、アルキル(C10-C13)誘導体 

  

物質名：Benzene、C10-13 Alkyl derivatives  

構造式：C6H5CnH2n+1  （n=10-13）  

CAS No.：67774-74-7  

  

 

 

結論及び勧告 

本物質は現在の所、潜在的リスクが低く、追加の研究の優先度が低い。  

  

結論及び勧告理由の要旨 

ベンゼン、アルキル(C10-C13)誘導体（直鎖アルキルベンゼン混合物； LAB）は 1995 年にイタリア：約 

230 トン、スペイン：約 180 トン、並びにドイツ：約 40 トンが生産された。LAB はほとんど（＞99%）

が直鎖アルキルベンゼンスルホン酸(LAS)の製造中間体として利用される。製造方法が 3 通りあり、どの方

法も全て反応及び輸送は密閉系で行われる。  

 
LAB は容易に生分解される。顕著な直接的光分解または化学的変化は検出されなかった。logPow(7.5-9.12)

は魚における高い潜在的生物濃縮性を予想させる、しかし、測定された（Lepomis macrochirus）BCF 35 は

低い生物濃縮性を現しており、また顕著な直接的光分解または化学的変化は指摘されなかった。  

 
LAB の場合、ミジンコは急性試験において最も感受性のある種であることが認識されるが、BCF が低い

のでミジンコは慢性試験においても最も感受性の高い種であると予想される。それぞれの PEC/PNEC 比は 

1 未満である。  

 
LAB はウサギの皮膚及び眼にほんの僅かに急性刺激を生じる。反復投与試験の場合だけがラットの皮膚に

炎症が生じた。LABは実験動物にもヒト有志にも感作性を生じない。ラットにおける静脈、経口、並びに皮

膚経路による体への蓄積の証拠はない。  

 
想定上のLAB は主に尿中に迅速及び広範囲に排出され、高い脂質含量または分泌活動と共に組織に対して、

ほんの取るに足らない親和力を示している。さらに、吸収量の代謝は迅速で完全である。  

 
ラットにおける急性経口及び皮膚毒性限界試験において、死亡は観察されず、非常に低い吸入毒性が検出

された。  
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14日間LABを吸入ばく露したげっ歯類は試験を行った最高濃度で雌だけに体重及び器官重量の低下を伴う

一般的な眼及び鼻の刺激、並びに肝臓酵素の上昇を示している。  

 
親の動物及び同産仔における重量増加の低下が最高用量のラットにおける 2 世代生殖試験で観察される。

同じ大きさの同産仔の誕生時における生育性、生存、並びに重量に減少が見られたが、繁殖性に対する影響

は発生しなかった。500 mg/kg/日だけで見られる重要な見解、並びにより低用量の処理による一致しない影

響は生殖毒性のNOAEL が親及び新生児の動物の両方に対して、50 mg/kg/日であることを示している。  

 
骨化変動及び骨化の遅れが発生試験で検出されるが、しかしながら、奇形は認められなかった。LAB はい

かなる通常/特殊な生殖または発生毒性も示さなかった。  

 
LAB は in vitro 及び in vivo 試験系において活性を示さないので、非変異原性及び非染色体異常である。  

 
LAB は完全な発がん性試験において、発がん性物質として明確に分類できなかった。  

 
安全マージンは 46（皮膚ばく露）からそれ以上の 100（急性ばく露）の範囲で、作業者への懸念はないと

考えられる。  

 
消費者に対して、安全マージンは非常に高く、8000 以上であり、環境から間接的にばく露するヒトに対し

て、安全マージンは懸念（＞105）を示していない。  

  

追加の研究の特徴（勧告された場合） 

追加の研究は勧告されていない。  

 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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